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瑞浪超深地層研究所における地下水年代測定

Groundwater dating conducted in and around the Mizunami

Underground Research Laboratory
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　瑞浪超深地層研究所（研究所）周辺の地下水について，地下水中の14C、4He，希ガスを利用した地下水年代

測定を実施した。研究所は広域的な地下水流動では流出域に位置しており、流出域ではこれまで地下水年代が

推定できていなかった。そのため、研究所の地下坑道内に掘削されたボーリング孔から地下水試料を採取

し，分析を実施した。は。14Cは前処理方法を沈殿法からガス化法に変更することにより、精度良く評価でき

るようになった。4Heはフラックスの寄与の異なるデータを収集できたことにより、フラックスの寄与を分離

して、原位置生成に基づく4He 年代を推定することができた。これらから、流出域の地下水年代はおおむね

2万年程度であることを確認できた。また、希ガス濃度から涵養温度を推定した結果、推定された涵養温度は

6℃で、現在の気温よりも9℃程度低い結果であった。これは、研究所の周辺で実施されたモダンアナログ的な

方法で推定した結果と整合している。このため、研究所周辺の地下水は氷期に涵養した地下水であると推定で

きた。このように研究所周辺の地下水年代を14C、4He、希ガス温度計という複数の方法を用いて、整合的に推

定することができた。
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